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 今後の施設利用について、５月１日（土）から下記のとおり対応する。 

 なお、このガイドラインは、新型コロナウイルス感染症の今後の状況により、随時

改定する。 

記 

１ 「新しい生活様式」の実践例（別紙１）に基づく行動、基本的な感染防止策を徹

底・継続して行うこと。 

２ 感染防止対策の徹底 

(1) マスク着用の要請（飛沫感染対策） 

・マスクを着用していない人がいた場合、主催者側で配布する 

(2) 大声を出すことの制限 

・大声を出す人がいた場合、個別に注意等ができる体制をとる 

・演者が発声する場合、舞台から観客まで一定の距離を確保する（最低２ｍ） 

(3) 手洗い・手指の消毒の奨励 

・施設内のこまめな消毒、消毒液の設置 

(4) 密集の回避 

・入退場時や休憩時間の密集を回避する措置や十分な換気を行う 

(5) 飲食の制限 

・休憩時間中及びイベント前後の飲食等による感染防止の徹底 

(6) 参加者及び出演者の制限 

・発熱や軽度であっても、せき・咽頭痛などの症状のある人は利用しない 

  ・過去１４日以内に発熱等の症状があった人は利用しない 

  ・新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触がある人は利用しない 

  ・過去１４日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている

国・地域への訪問歴及び当該在住者との濃厚接触がある人は利用しない 

(7) 参加者の把握等 



  ・事前予約時または入場時に連絡先を確実に把握する 

  ・接触確認アプリ（COCOA）等を活用すること 

  (8) 演者の行動管理 

 ・有症状者は出演・練習を控える 

 ・演者と観客が催物前後・休憩時間に接触しない確実な措置を講じるととも

に接触が防止できない恐れがある場合は開催を見合わせる 

・合唱等、声を発出する演者間の講じる防止策（マスク、フェイスシールド、

マウスシールド着用時）に応じた適切な対人距離の確保、適切な換気の実施 

(9) 催物前後の行動管理 

・交通機関・飲食店等での密集を回避するため、分散利用を呼びかける 

３ １及び２の対策の徹底を前提に、当面、観客が大声での歓声・声援等を発し、又

は歌唱することがない場合、収容人数以内の利用を可能とする。 

大声での歓声・声援等が想定される場合は、５０％以内とする。(異なるグルー

プ（または個人）間では座席を１席空け、同一グループ（５人以内に限る）内で

は座席間隔を設けなくてもよい。このため、収容率が５０％を超える場合がある) 

４ 公益社団法人全国公立文化施設協会が作成した劇場、音楽堂等における新型コロ

ナウイルス感染拡大予防ガイドライン等を踏まえ、拡大防止のための取組を適切

に行うよう留意する。 

  



別紙１ 「新しい生活様式」の実践例 

 


